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図一3.土 壊 囎 燭 痕 の細 菌 叢 妻 動 し 蔽 季 分 圧
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審 査 結 果 の 要 旨
水田土壌は湛水す ることに よって大気と遮断 され,酸 素 の拡散がいちぢるしく制限 される場である。
この ような場におけ る細菌相は酸素分圧 の変動によっていちぢる しい影響を受けているはずであるが
,
その変動の実態は殆 んど解明 され ていない。
本論 文は土壌懸濁液系を用い,系 の酸素分圧に対応 して成 立す る細菌相の様式化 とその内容解析を
行ったものである。
著者は先ず土壌懸濁液系に5段 階の酸素分圧を もつ窒 素ガス(159mmHg～OmmHg)を 通気
しつつ,30℃ で培養を行い,経 時的にそれぞれ の細菌群構成(主 として偏性好 気性菌群,通 性嫌気
性群及 び偏性嫌気性 群)の 変動を追跡 した。その結果偏性好気性 菌群の優 占する 「高酸素分圧 域」
(159mlhHg～8mmHg),偏性嫌気性菌群の優 占する 「無酸素域」,三 群が優 占を分ち合 う 「低
酸素分圧域」(1～5mmHg)と,酸 素分圧域 とその域内で成立する細菌相の対応関係を三つの型 に
様式化 しうる ことを明らか に した。 この様式化は水 田土壌のみで はな く畑土壌 において も細菌が増殖
しうる栄養源が存在す る限 り,一 般的に適用 し うる ことを明 らか にした。
ついで高酸素分圧下 と低酸素分圧下のそれぞれ で培 養した土壌懸濁液か ら好気 的に分 離 ・純 化を行
い,個 々の 菌株の増殖と呼吸速度に及ぼす酸素分圧の 影響を検討 した。その結果 高酸素分圧下か ら得
られた細 菌株 はすべて低酸素分圧にす ると増 殖特性(誘 導時間,比 増殖速度及び最大 菌量)の 低下 を
示 した。 これに対 して低酸素分圧下か らの菌株群中には高酸素分圧下において も低酸素分圧下におい
て も増殖特性 に差違 のみ られない一群が存在 した。この菌株群は高酸素分圧下で呼吸阻害を受ける性
質を もっていた。
ついで全菌株の分類学的検討を 行い,高 酸素分圧下の培養か ら得 られた菌株はBacillus属及び
Pseudomonas属に属する ものが多か った。 これに対して低分圧下か らのものはBacillus属及
びCoryneformbacteria及びAchromobacter属菌株も多数存 在し,高 酸素分圧下のもの
と異っていた。後二者の 菌株群は前記の低酸素分圧下で増殖特性を低下 させず,高 酸素分 圧下で呼吸
阻害を受ける菌群であ り,低 酸素分圧下の培 養を特徴付け るものであ ることを明らかに した。
以上の結果は 農学博士 の学位を与えるにふさわ しい もの と判断 した。
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